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令和３年度 美幌町社会教育委員会議 

(第１回)議事録  

 

１ 開  会                 

（牛島委員長） 

皆様こんばんは。 

定刻となりましたので、これより令和３年

度第１回美幌町社会教育委員会議を開催

いたします。本日は、年度初めのご多忙の

中お集まりをいただきまして、誠にありがと

うございます。 

開会に先立ちまして、事務局より報告事

項があります。 

 

（松尾社会教育課長） 

報告事項を申し上げます。 

本日の会議は、美幌町自治基本条例第

１１条の規定に基づき、公開で実施いたし

ます。 

次に本日の会議の議案と資料の確認を

させていただきます。まず、本日の議案で

すが、先に送付したものに誤りがございま

した。大変申し訳ございません。本日お手

元に配付したものをお使いいただけますよ

うお願いいたします。この他に本日の会議

資料といたしまして、事前送付いたしました

参考資料の方はお持ちいただけましたで

しょうか。もし、お持ちでなければ事務局の

方までお申し出ください。 

この他に本日の配布資料といたしまし

て、令和３年度美幌町社会教育委員会議

資料、第７次中期計画と第８次中期計画の

推進目標比較、Ａ４横書きカラー刷りの資

料でございます。それと、各課長・館長から

の連絡事項、教育委員会５月の行事予定

表、また、例年作成しております美幌町青

少年関係事業一覧の冊子、緑色の表紙で

ございます。こちらの方をお手元に置いて

ございますので、それぞれご確認の方をお

願いいたします。 

次に、本年４月１日付で役場内で人事

異動が発令され、本日出席しております教

育委員会職員のうち教育部長が替わりまし

たのでこの場をお借りして、教育部長よりご

挨拶を申し上げます。 

 

（遠藤教育部長） 

皆様今晩は。４月の人事異動によりまし

て田村部長の後任となりました遠藤と申し

ます。前職は学校教育主幹ということで、

皆様には一昨年の８月だったと思いますけ

れども、学校運営協議会立ち上げの際に

ご説明させていただいたということで、皆様

のお顔は覚えております。今後ともよろしく

お願いいたしたいと思います。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

 

（松尾社会教育課長） 

以上で報告事項を終わらせていただき

ます。 

 

２ 開 会 あ い さ つ          

（牛島委員長） 

それでは、開会にあたりご挨拶を申し上

げます。 

本日は、お忙しい中ご出席をいただきま

してありがとうございます。 

さて、皆様ご存知のとおり美幌町でも新

型コロナウィルスワクチンの接種が始まろう

としております。しかし、感染者の急増によ

り東京・大阪を始め４都府県に緊急事態宣

言が発令されることになっております。ま

た、北海道においても札幌を中心に感染

者が増加しており、心配なところです。ワク

チン接種が順調に進み、少しでも安心でき

る日が早く来るように願っております。 

本日の会議は、ご案内のとおり令和３年

度社会教育関係団体の補助金交付、美幌

町社会教育委員の研究調査についてを議

題といたします。委員の皆様のご意見をい

ただきながら、精力的に進めてまいりたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、昨年５月以来１３名

の委員がワンチームとなって活動を進めて

まいりましたが、この度任期満了により退任
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される委員がおられるということです。改め

まして、委員の皆様の１年間の活動に御礼

申し上げます。 

あいさつが長くなりましたが、この後よろ

しくお願いいたします。 

 

（牛島委員長） 

続きまして、教育委員会矢萩教育長よ

り、ご挨拶をいただきます。 

 

(矢萩教育長） 

改めまして、皆様お晩でございます。時

節柄何かとお忙しい時期に加えて、夜分

お疲れのところご出席いただき誠にありが

とうございます。 

只今、委員長の方からもお話ありました

が、１３名の委員さんには毎回活発なご意

見をいただいており、本当に本日が任期

最後の会議ということでございますが、この

間のご尽力に心から感謝を申し上げます。

また、時節柄、なかなかコロナの方が落ち

着かない日々が続いておりますが、今日の

会議におきましても、換気等を行いながら

濃密ながらも時間短縮に努めてまいりた

い、そう思っておりますので、どうぞお互い

忌憚のない意見を活発に交わしながら実り

ある会議となりますことをお願い申し上げ、

簡単ではありますが挨拶とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

 

３ 協 議 事 項                

（１）令和３年度社会教育関係団体への補

助金交付について 

 

（牛島委員長） 

それでは、ただいまより議事に入ります。 

協議事項（１）令和３年度社会教育関係

団体への補助金交付についてを議題とし

ます。 

本件につきまして、事務局より説明をお

願いいたします。 

（松尾社会教育課長） 

はい、それでは先に送付させていただき

ました参考資料に基づきまして、ご説明を

させていただきます。 

社会教育委員の皆様からご意見をいた

だく理由についてでございます。美幌町、

つまり地方公共団体が社会教育団体に対

して補助金を交付しようとするときは、社会

教育委員の会議で意見を聴くことが社会

教育法第１３条に規定されております。そ

のため各団体からの補助金の要望を受け

まして、町教育委員会では公共性のある適

切な事業なのか、社会教育関係団体であ

るかどうか、補助対象とする団体の範囲や

補助事業の範囲にも合致しているかどうか

を判断して、補助金交付要綱等に基づい

て予算算定をしております。 

委員の皆様には、補助金交付の必要性

や有効性などについてご意見をいただくも

のです。今日は３団体についてご意見をい

ただくことになります。なお関係する団体の

委員の皆様がいらっしゃいますので、その

際には一度会議から退席をお願いして審

議を進めることとなりますので、よろしくお

願いいたします。 

以上ご説明をいたしました。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

それでは、議案に記載されている団体

の順に審議を行います。 

はじめに、美幌町ＰＴＡ連合会について

審議を行います。関係する田原委員につ

きましては、退席をお願いいたします。申し

訳ありません。 

 

（田原委員退席） 
 

（牛島委員長） 

それでは事務局より説明をお願いしま

す。 

 

（松尾社会教育課長） 

お手元の議案２ページをお開き下さい。
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①としまして、団体名が美幌町ＰＴＡ連合

会、代表は寺崎智史様、団体の目的は、

各学校ＰＴＡの積極的な活動を助長し、そ

の目的達成に必要な援助ならびに会員相

互の連絡提携と融和を図る事となっており

ます。令和３年度の要望額は１４万８千円

で、令和２年度の交付実績額は０円となっ

ておりますが令和２年度の当初要望額と同

額となってございます。詳細につきまして

は、別冊の資料でご説明いたしますので、

本日配布させていただきましたこちらの資

料の方をご覧ください。資料１ページから６

ページにかけてがＰＴＡ連合会の内容とな

っております。 

資料の１ページをお開き下さい。令和２

年度の事業実績報告ですが、コロナ禍の

影響により当初予定していたほとんどの事

業が中止となっており、２ページをお開き

下さい。２ページの令和２年度会計決算報

告のとおり当初要望しておりました町から

の補助金１４万８千円につきましては、会費

及び繰越金で事務消耗品などを賄うことが

できたとのことで交付申請を取り下げされ

ております。収入、支出の差引額７０，８６１

円は令和３年度へ繰り越すこととなっており

ます。３ページ目をお開き下さい。令和３年

の事業計画ですが、計画内容としまして

は、令和２年度の当初計画と同様に６校の

つどい、研修会・研究大会、また教育講演

会などを予定されております。４ページ目

をお開き下さい。今年度の会計予算案とい

うことで、総額４５８，８１６円を計上し、その

うち美幌町からの補助金は１４万８，０００

円。令和２年度当初予算額と同額となって

おります。支出の部の主な使い道としまし

ては、事務消耗品に７万円、旅費として会

議旅費と研修旅費併せて１１万円、事業費

では中部地区研究大会参加費に７万円。

負担金では全道・中部地区負担金１４万

９，１６０円を予定しています。 

以上が今年度の計画となっており、内容

につきましては事務局で適正に中身を精

査いたしまして、補助金支出は適切と判断

しており予算計上をしております。 

なお、参考資料の２ページに補助金交

付要綱を載せておりますのでご覧くださ

い。 

以上ご説明いたしました。よろしくお願い

いたします。 

 

（牛島委員長） 

それでは、美幌町ＰＴＡ連合会の補助金

交付について、ご質問ございましたらお願

いしたいと思います。また、ご意見もあわせ

てございましたらお願いします。 

 

（茂手木委員） 

ひとつよろしいですか。 

 

（牛島委員長） 

はい、どうぞ。 

 

（茂手木委員） 

令和２年度の１４万８千円が必要なくなっ

たということで、この補助金というのはいつ

交付したのですか。いったんもらってから

返したのか、それとももらう前だったのか。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

例年ですと、５月の連休明けにＰＴＡ連

合会の総会が開催されまして、そこで新年

度の事業計画と予算案が承認されたのち

にＰＴＡ連合会の方から補助金の交付申

請をいただいて補助金を支出するという流

れになっているのですけれども、昨年度は

新型コロナの関係で事業の見通しがなか

なか見通せないということで、連合会の総

会も書面開催となりまして、補助金の交付

もその時の状況を見極めて申請をしますと

いうことで昨年の当初話をしていたのです

けれども、なかなか昨年は事業もほとんど

中止になったということで、実際に昨年の７

月にもう補助金は令和２年度申請をしませ

んと。しませんというか自己財源で会の運

営が可能ということで、補助金の方の補助

申請はしませんということでお話をいただき

ましたので、結果的に令和２年度について
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は団体の方からの申請がなかったというこ

とで処理をさせていただいております。 

 

（茂手木委員） 

わかりました。はい。 

 

（牛島委員長） 

よろしいですね。他にございますでしょう

か。ございませんか。 

それでは、美幌町ＰＴＡ連合会の補助金

交付について承認することでよろしいでし

ょうか。 

 

 （はいと呼ぶ者あり） 

 

（牛島委員長） 

それでは、同意を得ましたので承認する

ことといたします。 

次に美幌町文化連盟について審議を行

います。退席していました田原委員がお入

りをいただき、関係する私が退席をいたし

ますので、この後の進行を副委員長の杢

師さんにお願いいたします。よろしくお願

いいたします。 

 

（田原委員着席、牛島委員長退席） 
 

（杢師副委員長） 

それでは、ここからの進行は私が行いま

す。それでは事務局より説明をお願いいた

します。 

 

（松尾社会教育課長） 

議案の２ページをお開き下さい。②にな

りますが、団体名は美幌町文化連盟、代表

は牛島吉蔵様。団体の目的は美幌町にお

ける文化団体の連携・協調を図り、本町の

文化の発展を期するものとなってございま

す。令和３年度の要望額は２２万５千円。

令和２年度の交付実績額は１２万４千円と

なっておりますが、要望額は令和２年度当

初の要望額と同額となっております。 

文化連盟の内容につきましては、別冊

の資料７ページから１６ページとなりますの

で、別冊資料の方をお開き下さい。まず、７

ページの令和２年度に実施された主な事

業ですが、文化連盟につきましても多くの

事業が中止や実施方法や内容の変更など

を余儀なくされております。８ページをお開

きください。例年７月に行われていた芸術

祭、１１月に実施されていた文化祭につき

ましては中止となっております。なお、文化

祭につきましてはそれに代わる新たな取り

組みとして、令和元年度の文化祭の映像

を編集し１１月３日の文化の日以降に動画

配信サイトＹｏｕＴｕｂｅにより配信をする取り

組みを実施しております。芸術文化鑑賞事

業につきましては、当初予定されていた劇

団四季による公演が実施できなくなりまし

たが内容を検討しサックス四重奏団のコン

サートをびほーるで開催しております。 

次に９ページの収支決算状況でござい

ます。収入の部ですが会費のほか町の補

助金として当初の要望額から約１０万円を

減額した１２万４千円、事業収入としてネッ

ト配信した文化祭の動画をＤＶＤにおさめ

たものを各団体からの希望を取り販売した

ものが１万８千円、その他雑収入など含め

合計３０１，８０８円の決算額となっておりま

す。 

次に支出の部では、事業費が主となりま

すが、毎年発行している「文化誌」の編集

発行、文化連盟表彰等の経費を支出され

ております。また、多くの会議を文書開催と

したことにより切手はがき代などの経費が

増となっております。支出の合計額は３０万

１，８０８円で収入、支出の差引は０円となり

ます。 

続いて１１ページをお開き下さい。令和３

年度事業計画となっております。主なもの

としましては、例年通り芸術祭、文化祭、芸

術文化鑑賞事業、新春文化交流会などを

コロナウィルス感染防止対策を取りながら

実施予定としております。 

１３ページをお開き下さい。令和３年度

予算案になります。総額５６万５千円を計上

し、うち美幌町補助金は２２万５千円。こち
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らは、先ほど申し上げました令和２年度当

初要望額と同額となっております。続いて

支出関係ですが、事業費として文化誌発

行に２０万円、芸術祭に１０万円、文化交流

会に４万円などが主な内容となりまして、総

額５６万５千円となっております。以上が今

年度の計画となっており、事務局で適正に

内容を精査いたしまして、補助金支出は適

切と判断しており予算計上をしております。

なお、文化連盟に対する補助金交付要綱

につきましては、先ほどお配りしました参考

資料の３ページ目に掲載しておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

（杢師副委員長） 

ただいま、事務局より文化連盟の説明が

ありました。本件に対しまして、ご意見・ご

質問はございませんか。 

ありませんか。 

ないようですので、それでは、美幌町文

化連盟の補助金交付について承認するこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

 （はいと呼ぶ者あり） 

 

（杢師副委員長） 

ありがとうございます。 

次に、特定非営利活動法人 美幌町ス

ポーツ協会について審議を行います。退

席していただいた牛島委員長にお入りい

ただき、関係する伊藤委員につきまして、

退席をお願いいたします。 

 

（牛島委員長着席、伊藤委員退席） 
 

（牛島委員長） 

ここからの進行は再び変わります。それ

では、事務局よりご説明をお願いいたしま

す。 

 

（浅野スポーツ振興課長） 

それでは、担当のスポーツ振興課よりご

説明をさせていただきます。 

議案の２ページの③になりますが、特定

非営利活動法人美幌町スポーツ協会、発

足が昭和２１年５月２８日ということで、昨年

７０周年を迎えたところでございます。代表

者につきましては、伊藤善啓様。団体の目

的ですが、美幌町における体育団体の育

成助長を図るとともに、町民の体育活動の

円滑化を図るということになっております

が、スポーツ協会も体育協会から名前が変

わったように、団体の目的につきましても１

カ所体育団体の体育という字がスポーツと

いうように変わってますので、今後変更を

お願いしたいと思います。令和２年度の補

助交付実績が１１２万５千円、令和３年度の

要望額につきましても同額の１１２万５千円

となっております。 

それでは、資料に基づいてご説明をさ

せていただきますが、資料の１７ページに

なります。スポーツ協会の令和２年度の事

業報告書ということでございます。 

内容につきましては、イベント事業という

ことで町民と体育を語る夕べにつきまして

は、新型コロナウィルスの影響によりまして

中止、又は、グランドホテルを例年会場とし

ておりましたがホテルの閉鎖によりまして会

場を使用できないということで中止となって

おります。 

その他の事業ということでございますが、

これについては公共施設に設置しておりま

す自動販売機の収益ということでございま

すが、イベント等が中止になっていることに

よりまして例年より２分の１程度の収益とな

っております。 

続いて、施設の管理ということで、町から

あさひ体育センター、Ｂ＆Ｇプール、スキー

場の降雪圧雪、それからパークゴルフ場の

管理ということで委託をしております。 

スポーツの普及振興ということで、各種

大会の開催支援、又は選手の派遣支援。

続いて、研修会の指導者派遣、また、加盟

団体への活動支援、スポーツ少年団活動

への支援ということで行っております。 

また、各競技団体が行います町民体育

祭の開催、それとスポーツ講演会の開催に
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つきましては新型コロナの影響によりまして

昨年度は中止となっております。 

次に、スポーツ賞の表彰ということで今

年の３月に表彰式を行っております。また、

それと併せて７０周年記念事業ということで

実施をされております。 

次、１８ページになりますが、スポーツ協

会の補助決算額にあわせまして積算調書

ということでつけさせていただいております

が、これにつきましては、参考資料の４ペ

ージにあります体育協会の補助金交付要

綱に基づきましてスポーツ協会の実績にあ

わせて補助積算をさせていただいておりま

すが、当初の予算額１１２万５千円に対しま

して補助対象額１２０万２，４０１円ということ

で、補助決定額は１１２万５千円、当初予

算どおり執行しております。 

中身につきましては、収入にあります町

の補助金、本年度予算額２１２万５千円とな

っておりますが、本年度決算額は１３０万

８，１５０円ということで、スポーツ講演会で

予定しておりました講師の１００万円を当初

計上しておりましたが、スポーツ講演会が

中止ということで１００万円の減となっており

ます。その他に７０周年記念誌の作成とい

うことで１８万３，１５０円補助金として支出を

しておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

町の負担金につきましては、町民体育

祭がコロナウィルスにより中止になった競

技大会がございまして、当初３１万５千円か

ら決算額は２２万５千円となっております。 

その他の収入、繰入金ということで７０万

円予算を組んでおりますが、これにつきま

しては７０周年記念事業に対する予算とい

うことでございます。 

支出の方でございますが、新型コロナウ

ィルスの影響によりまして、指導者の研修

の派遣が未執行、また、スポーツ講演会、

先程説明いたしました講演会の中止、それ

と牧野了泰賞は該当者が無いということで

表彰は実施しておりますがゼロとなってお

ります。また、７０周年記念事業につきまし

ては、当初７０万円ということでありました

が、実際は１０３万８，３７４円という支出に

なっております。 

続きまして、１９ページの令和３年度事業

計画ということでございますが、スポーツ協

会の総会が来週の２８日ということで、まだ

計画の（案）ということになっておりますが、

イベント事業としまして町民とスポーツを語

る夕べにつきましては、中止ということで予

定をされております。その他収益事業を実

施しながらスポーツ活動の支援をしていく

ということでございます。 

続いて、２０ページ、２１ページにつきま

しては、今年度の収支予算案ということで

資料をつけてございますのでご覧いただき

たいと思います。 

以上、簡単ではありますが説明をしまし

たのでよろしくお願いいたします。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。ただいま、事務

局よりご説明がありました。本件に関しまし

て、ご意見・ご質問はございませんでしょう

か。 

 ございませんか。それでは、特定非営利

活動法人美幌町体育協会の補助金交付

について承認することでよろしいですか。 

 

 （はいと呼ぶ者あり） 
 

（牛島委員長） 

はい、承認されました。 

以上で協議事項（１）令和３年度社会教

育関係団体への補助金交付についてを終

わります。 

 

（伊藤委員着席） 
 

（２）美幌町社会教育委員の研究調査 

 

（牛島委員長） 

次に協議事項（２）継続案件であります

「美幌町社会教育委員の研究調査」を議

題といたします。 
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「第７次美幌町社会教育中期計画のまと

めと第８次美幌町社会教育中期計画の策

定に向けて」についてテーマとし、令和元

年度から２か年の研究調査に取り組んでお

ります。３月の会議では事務局から第８次

中期計画の推進項目が提案され、おおむ

ね皆様からご承認をいただいております

が、一部文言修正のご意見がございました

ので、本日は事務局で改めて検討した内

容をもとに、この後検討していきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

それでは、修正案の内容について説明

をお願いいたします。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

それでは、美幌町社会教育委員の研究

調査ということでございますけれども、本日

お配りをいたしましたＡ４横のカラー刷りの

１枚の資料をご覧いただきたいと思います

が、皆さんお手元にございますか。大丈夫

でしょうか。 

３月の会議でご意見をいただきまして、

推進目標３の文言について修正というか議

論がありまして、一度皆さんからいただい

た内容を預からせていただきたいということ

でございまして、前回の会議の後事務局の

方で検討をいたしまして３案ほど作ってみ

ました。 

黒括弧をしてあります当初というのが、３

月にお示しをしました「多様な立場の人々

にあわせた学び」でございます。この立場

という言葉に、その人の地位ですとかそう

いったものが含まれてしまうというような意

見がありまして、その文言を外して案を３つ

考えておりますが、案１は「多様な個性を

尊重した学び」ということで、立場という言

葉のイメージと置き換えて、その人それぞ

れの持つ個性ですか、それは良い意味で

ということになりますけれども、その個性を

尊重した学び。 

それから、案２は個性とか立場とかいう

言葉を外してそういったものを多様性という

言葉の中に全て含めてしまおうということ

で、「多様性を尊重した学び」。 

そして、案３は尊重したという言葉だとち

ょっと固いかもしれないということで「多様性

を認めあう学び」ということで、作っていてだ

んだんわからなくなってきたというのが正直

なところだったのですけれども、この表現と

いうことで、計画として定めてパッと見てどう

いう表現が伝わっていくのかということをよ

くよく考えながら、そして、より短くシンプル

にできるようにということで、以上の３つ、青

字で書いてある３案を今回ご提案させてい

ただきまして、皆さんのご意見を頂戴した

いと思っております。 

また、推進目標２については、先日の会

議で、発信するだけではなく発信するため

には本町の魅力を再確認、いわゆる受信

をしてそれを内外に向けてアピールしてい

くことが重要ではないかという意見がありま

したので、推進目標２については、赤字で

書いてあります「受信」という言葉を入れて

「ふるさとの魅力を受信発信」ということで

整理をさせていただいております。 

正直なところこの表現で良いかどうかと

いうことは、何とも事務局としてもストンと来

てないと言いますか、こういう感じで良いか

どうかというのはなかなか落ち着きどころの

難しい表現だなあというのを改めて感じて

いるのですけれども、今回ご提案をさせて

いただきました内容で皆様に引き続きご協

議をいただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。以上です。 

前もってお渡しできれば良かったのです

が、結構ギリギリまで考えさせていただいた

ので当日になりましてすみません。 

 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。一月悩んだ

そうですので。 

じっと見ていただいて、説明を聞きなが

らご覧になっていたと思いますが、忌憚の

ないご意見、どうぞいただきたいと思いま

す。 

決まりましたらこれが柱になりますので。 

 

（野村社会教育グループ主査） 
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やはり、悩ましいところもぬぐえない部分

ではあるのですが。 

 

（河岸委員） 

案１、案２、案３と、それぞれニュアンスが

微妙に違ってきているのかなと思うのです

が、案１の「多様な個性」とした場合、価値

観とかも個性になるのかというと、ちょっと

「ん？」って首をかしげるところがある。それ

と、「認めあう学び」となると、認めあうだと対

象者が双方に居てということになると思うの

で、こう考えた時に案２の「多様性を尊重し

た学び」の方が通るかなと私は感じました。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

どうぞ、ご意見ございましたら。こうでな

いかなあとかありましたら、ご意見いただき

たいと思います。 

ご意見ございませんか。質問ありません

か。もっと違う案があるぞというようなの無い

ですか。無いですか。 

皆さん無いと言っておりますので、それ

では、３択で決めたいと思います。 

河岸校長先生から貴重なご意見をいた

だけたなあと私も思っております。 

それでは決めさせていただいてよろしい

ですか。合議制ですので、皆さんの意見が

分かれましたら、３つから２つにして絞り込

みたいなとこのように考えております。 

 

（下山委員） 

当初のやつに手を挙げてもいいです

か。 

 

（牛島委員長） 

あるね。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

すみません、後ほど伝えようと思ったの

ですが、前回の会議では当初の案をお示

しした後に議論をした中で言っていたの

で、文字として表したときにやっぱり当初が 

良いってなることもこちらは想定をしてお

りましたので、今日お話し合いをしていた

だいた結果、じゃあ当初にということであれ

ばそれはそれで。 

 

（牛島委員長） 

すみません、私が。 

４案になった。 

本当のところ、皆さんの意見で決めたい

と思っておりますので。 

それでは、４案あります。 

大変申し訳ありませんが、挙手で、事務

局数えていただいて、委員の１３票を数え

ていただきたいと思います。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

挙手は１回で。 

 

（牛島委員長） 

はい、１回です。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

複数回答はなしということで。 

 

（牛島委員長） 

ありません。 

それでは、当初案が良いという方。 

 

（賛成委員挙手） 
 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。 

案１が良いという方。 

 

（賛成委員挙手） 
 

（牛島委員長） 

案２が良いという方。 

 

（賛成委員挙手） 
 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。 

案３が良いという方。 

 

（賛成委員挙手） 
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（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。 

大変申し訳ないのですが、過半数にな

ったのかな。すみません、本当に、いろい

ろと挙手をいただいたのですが、第２案、

何票でしたっけ。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

９票です。 

 

（牛島委員長） 

９票ということなのですが、第２案で決め

てよろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。何かすごく

申し訳ない気がしますけれども決めないわ

けにはいかないので、いろいろきっと今日

提案いただいたことも含めて私たちの気持

ちの中でずっと持ち続けていきたいなあと

いうふうに考えておりますので、そのように

ご理解いただければなと思います。 

それでは、２案「多様性を尊重した学び」

ということで決めさせていただきます。大変

ありがとうございました。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

すみません、よろしいですか。ありがとう

ございましたと言いますか、何かすみませ

んと言いますか、それぞれ挙手いただいた

のですが案２ということで決めていただきま

した。 

この後なのですけれども、現任期の２ヶ

年の研究調査としては、今日で一度終わら

せていただきます。それで、今年度、皆さ

んに前々からお話をしておりますとおり、今

後は皆さんに社会教育関係委員を加えた

２１名で策定委員会を組織しまして、策定

委員会での議論に移っていきます。 

次回の会議で、改めてまた詳しい内容と

言いますか進め方と言いますか、スケジュ

ールについてお話ししたいと思いますが、

第１回目の策定委員の会議は、おそらく本

年の６月に入って第１回目の会議を行うこ

とになると思っております。次回の社会教

育委員の会議の日程との関係もありまし

て、おそらく６月に策定委員会の会議を開

催するということで今予定をしております

が、詳しい内容につきましては次回の会議

で皆様にお知らせをさせていただきたいと

いうふうに思います。 

また、この間２年間何度も議論をしてい

ただきまして、２年間の結果ということで推

進目標が出来上がりましたので、あとは中

期の計画を作っていくという部分に実際に

移っていきますが、この間２年間ということ

で熱心にご議論いただいたおかげで推進

目標がなんとか出来上がりましたので、改

めて感謝したいと思います。本当にありが

とうございました。 

 

（牛島委員長） 

事務局大変ありがとうございました。只今

のお話がありましたように推進目標１から３

まで決定したということで、これを受けて社

会教育関係団体の皆さんも含めて、今後

は第８次中期計画を策定していくということ

になりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

この件終わってよろしいですか。よろし

いですね。はい。 

 

４  そ の 他                  

 

（牛島委員長） 
次にその他に入ります。はじめに各課課

長・館長からの連絡事項でございますが、

お手元に各課課長・館長連絡事項が配布

されておりますので、この内容をご覧いた

だくことで連絡に代えさせていただきたいと

思います。よろしいでしょうか。はい、ありが

とうございます。 

次に次回会議の日程について、事務局

より報告をお願いいたします。 
 

（松尾社会教育課長） 
大変申し訳ございません。日程のご連

絡の前に野村主査から１点ご連絡をさせて

いただきたいと思いますがよろしいでしょう
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か。 

 

（牛島委員長） 
はい、よろしいですよ。 
 

（野村社会教育グループ主査） 

先日の会議でお話をしておりました中期

の評価表でございますけれども、今日の会

議で持ってきてくださいねということでお願

いをさせていただいております。前もって

いただいている方もいらっしゃいますが、

本日の会議終了後私か山本主査に提出を

いただきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

なお、事情によりちょっと今日提出でき

ないという方につきましては、出来れば、今

月３０日、４月いっぱいまでに町民会館の

方に持ってきていただきたいと思いますの

で、ご協力をどうぞよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

（牛島委員長） 
評価表の件よろしくお願いいたします。

それぞれご提出いただいていると思います

が、よろしくお願いいたします。 

それでは、事務局より改めてお願いいた

します。 
 

（松尾社会教育課長） 
本日は、会議にご出席いただきましてあ

りがとうございました。 

次回会議につきまして、新任期での開

催となりますが、継続の方が多くいらっしゃ

いますので次回会議日程についてご連絡

をさせていただきたいと思います。 

次回の会議につきましては、５月２８日金

曜日１８時３０分より町民会館１階小ホール

Ａ・Ｂで開催を予定しております。 

次回会議につきましては、皆様へ委嘱

状を交付する他、正副委員長の選任、令

和３年度の社会教育関係各課事業計画の

説明と研究調査などを予定しております。 

案内等につきましては、後日改めて文

書でお知らせをさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

なお、本日が今任期中最後の社会教育

委員の会議となりますが、団体推薦の関係

上河岸委員と田原委員につきましては今

任期で任期満了となられます。ご紹介をさ

せていただきます。ありがとうございました。 

 

（牛島委員長） 
次回会議の確認ですが、５月２８日金曜

日１８時３０分、町民会館１階の小ホールで

ございますのでよろしくお願いします。改め

てご案内差し上げます。 

事務局よりお話がありましたように、河岸

委員、田原委員が退任されるということで

すので、一言づついただければなとこのよ

うに思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

河岸先生、どうぞお願いいたします。 

 

（河岸委員） 
こんばんは。美幌小学校校長の河岸で

す。転勤するわけではないんですが、１年

毎に受け持ちが変わりますので。次は東陽

小学校の関谷校長が委員となりますので、

どうかよろしくお願いいたします。今まであ

りがとうございました。 

 

（牛島委員長） 
お世話になりました。 

 

（杢師副委員長） 
ありがとうございました。 

 

（牛島委員長） 
田原委員お願いいたします。 

 

（田原委員） 
はい。２年間お世話になりました。長かっ

たような短かったような、コロナ禍というのも

あって何とも不思議な感じです。 

こういう会議というか、関わったことが無

かったもので、変な言い方ですけれどもこう

いう世界もあるのかと勉強になりました。今
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まで本当にありがとうございました。 

 

（牛島委員長） 
また、委員でなかったとしてもご理解を

いただきながらバックアップを引き続きお願

いしたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

本日の議題は以上でございます。 

本日は会議にご出席いただきましてあり

がとうございました。以上をもちまして、令

和３年度第１回美幌町社会教育委員会議

を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

ありがとうございました。 

 

【閉  会】 


